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謹
賀
新
年

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
、
美
里
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
ご

理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世

界
中
で
猛
威
を
ふ
る
い
、
日
本
に
お
い
て
も
、

昨
年
暮
れ
の
第
３
波
に
よ
る
感
染
拡
大
な
ど
経

済
、
生
活
、
教
育
等
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

企
業
や
自
治
体
、
国
民
一
人
一
人
が
コ
ロ
ナ
禍
の

「
新
し
い
生
活
様
式
」
で
感
染
拡
大
防
止
と
社
会

経
済
活
動
の
両
立
に
取
組
ん
で
い
る
と
拝
察
い

た
し
ま
す
。

　
災
害
対
策
に
つ
い
て
も
、
近
年
は
大
地
震
の

甚
大
な
被
害
、
１
０
０
年
に
一
度
の
勢
力
と
言

わ
れ
る
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
多
発
し
、
町
内

で
も
水
害
等
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ

れ
ま
し
た
が
、
早
期
に
復
旧
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
災
害
対
策
と
し
て
「
美
里
町
地
域
防

災
計
画
」
を
全
面
的
に
見
直
し
防
災
体
制
の
強

化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
、
美
里
町
長
選
挙
で
「
次
の

時
代
の
町
づ
く
り
　

町
民
と
共
に
」
を
掲
げ
て
、

原
田
町
政
４
期
目
始
動
、
９
月
に
は
菅
内
閣
の

発
足
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
に
バ
イ

デ
ン
氏
の
就
任
が
確
実
と
な
り
、
本
年
１
月
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
美
里
町
議
会
と
し
て
も
、
住
む
の
な
ら
「
安

心
安
全
の
美
里
町
」
と
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な

取
組
の
一
翼
を
担
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
美
里
町
と
し
て
念
願
し
て
い
た
大

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
関
越
自
動
車
道
寄
居
ス
マ
ー

ト
IC
の
上
り
線
が
３
月
に
開
通
す
る
予
定
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
生
活
様
式
が
大
き
く
変

化
す
る
時
代
の
中
で
、
新
た
な
町
の
魅
力
と
し

て
今
後
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
年
一
年
、
我
が
美
里
町
で
町
民

の
皆
様
が
共
に
夢
と
希
望
を
持
ち
「
隅
々
ま
で

幸
せ
に
」
な
る
幸
多
き
年
と
な
る
こ
と
を
御
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
た
な
時
を
進
む

ま
ち
の
ス
タ
ー
ト

美
里
町
議
会
議
長　
　
　

橋
場
倖
男

町
長
が
選
ん
だ

１
美
里
町
在
住
の
分
須
尊
紀
さ
ん
が
、「
全
国
高
校

陸
上
競
技
大
会
３
０
０
０
m
S
C
」
優
勝
！

２
「
猪
俣
の
百
八
燈
」
が
、「
ダ
イ
ド
ー
グ
ル
ー
プ

日
本
の
祭
り
」
に
認
定

３
美
里
町
観
光
大
使
第
１
号 

き
ゅ
る
べ
り
桜
花

さ
ん
、
美
里
町
観
光
大
使
第
２
号 

寿
々
乃
舞

さ
ん
就
任

４
寄
居
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
上
り
線
が
、

令
和
３
年
３
月
中
に
開
通
予
定
と
な
る

５
再
選
を
果
た
し
、
安
全
・
安
心
、
健
幸
な
町

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
４
期
目
始
動
！

令
和
２
年

町
の
５
大
ニ
ュ
ー
ス

令和２年10月25日㈰の大会。
分須さんの記録は８分51秒31で、
高校歴代９位、今年度の高校ラ
ンキング１位、日本ランキング
15位（令和２年10月末現在）の
成績を残しました。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に

令
和
三
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
町
政
推
進
に
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
始
ま
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
振
り
回
さ
れ
た
年
で
し
た
。

人
が
集
ま
る
行
事
は
ほ
ぼ
中
止
と
な
り
、
少
し
気
が

緩
む
と
感
染
者
が
増
大
。
昨
年
末
は
第
３
波
な
の
か

全
国
的
に
感
染
者
が
過
去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流

行
し
て
か
ら
初
め
て
の
冬
を
迎
え
、
年
末
年
始
は

親
族
や
親
し
い
友
人
達
と
の
交
流
の
あ
る
特
別
な

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
以
上
の
感
染
拡
大
は
、
医
療
を

逼
迫
し
、
必
要
な
治
療
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
懸
命
に
医
療
に
従
事
す
る
皆
様
、

介
護
を
始
め
と
す
る
福
祉
関
係
の
皆
様
の
ご
苦
労

に
対
し
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
は
感
染
者
を
増
や
さ
な
い
中
で
日

常
生
活
を
送
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。
昨
年

末
の
感
染
の
広
が
り
は
、
若
い
人
が
家
庭
に
持
ち

込
み
、
高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
人
が
重
症
化
し
て

い
る
特
徴
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
年
末
年
始
は
、休
診
す
る
医
療
機
関
が
増
え
ま
す
。

次
の
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

①
忘
年
会
・
新
年
会

　
・
な
る
べ
く
普
段
か
ら
一
緒
に
い
る
人
と
少
人
数
で

　
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
て
い
る
飲
食
店
を
選
ぶ

　
・
体
調
が
悪
い
人
は
参
加
し
な
い

　
・
相
向
か
い
は
避
け
、
座
の
配
置
は
斜
め
向
か
い
に

　
・
会
話
す
る
と
き
は
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用

　
・
短
時
間
で
深
酒
や
は
し
ご
酒
は
控
え
、
適
量
を

　
・
お
猪
口
や
コ
ッ
プ
は
使
い
回
さ
ず
一
人
ひ
と
り
で

②
初
詣
・
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
な
ど

　
・�

三
密
や
混
雑
を
で
き
る
限
り
避
け
、
感
染
防

止
の
徹
底

　
・�

適
切
な
行
動
管
理
が
難
し
い
イ
ベ
ン
ト
は
自
粛
を

③
年
末
年
始
の
帰
省

　
・�

三
密
回
避
、
大
人
数
の
会
食
を
控
え
る
な
ど
、

高
齢
者
な
ど
へ
の
感
染
拡
大
に
注
意
を

　
・�

帰
省
の
慎
重
な
検
討
や
休
暇
の
分
散
、
混
雑

時
期
を
避
け
る

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
う
つ
さ
な
い
、
う
つ
ら
な
い

た
め
に
、
自
分
や
相
手
の
か
た
が
感
染
し
て
い
る
前

提
で
行
動
す
れ
ば
、
感
染
は
減
少
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
最
愛
の
家
族
や
友
人
を
守
る
た
め
、
気
を

緩
め
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
悲
願
の
関
越
自
動
車
道
寄
居
ス
マ
ー

ト
IC
が
よ
う
や
く
３
月
末
に
全
面
開
通
（
東
京
方

面
へ
の
入
口
、
新
潟
方
面
か
ら
の
出
口
の
開
通
）
し
、

新
た
な
時
代
の
美
里
町
の
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
り

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
上
手
く
対
応
し
、
皆

様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

美
里
町
長   

原
田
信
次

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
す
る
一
年


